
 

 

日本共産党 北区議会議員 

 

せいの恵子区政レポート 

 

        http://keiko-seino.com      mail@keiko-seino.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№35 2022.6 月号 
 

日本共産党北区議員団 

〒114-8508 

王子本町 1-15-22 
ご相談は

お気軽に 070-3531-0812 

 

 
 

http://keiko-seino.com/


 

 

     2019年第 2回定例会個人質問 

☺

 

    質問概要 

平成 29 年度精神保健福祉資料によれば、入院する前に北区に住所があった患者さんで、精神科病院

に 1 年以上入院している方は 294 人。その中で北区内の病院に入院している方は 52 人。病状にもよ

るが、退院や地域での生活を支援するためには、入院中からの住居確保や新生活の準備などの支援体制、

24時間体制で連絡相談などが行えるサポートが欠かせない。 

 

●病院・施設からの地域への移行・定住支援に、人員の確保と予算化 

1、北区として精神疾患で長期入院および通過型グループホームで生活をしている方で、地域で生活し

たいと希望をされている方の実態把握を行うこと。 

2、地域移行支援・地域定着支援を行う各事業所の正規専門職の確保と委託費を増額すること。 

3、地域移行時に利用できるショートステイやグループホームの増設を行うこと 

4、地域支援の拠点となる基幹相談支援センターの早期設置を行うこと。 

 

以上 4つを要望し、令和 3.4年度に事業が予算化されました 

令和 3年度予算で、地域移行支援が、「措置入院者への退院後支援の開始」として事業化。 

★内容 措置入院者が退院後に地域生活へ円滑に移行できるように、医療機関と区の精神保健福祉士

が連携。本人の意向を確認しながら、家族・他職種の専門家や医療機関・精神保健福祉士が支援チーム

を編成して退院後の地域生活に移行するための支援に取り組みます。 

 

令和 4年度予算で精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築の推進が事業化 

★内容「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（以下「にも包括」）の構築」に向けて、区では、

保健・医療・福祉関係者による協議の場（以下「協議の場」）を設置し、精神障害者の地域生活への移行

促進に関する検討を行っている。令和 4 年度は、障害者基幹相談支援センターに専門的な資格（精神保

健福祉士等）を持つ職員を増員配置し、支援の充実を図る。 

新規事業①地域移行に関する実態調査の実施  

② 精神保健福祉サービスに関するリーフレットの作成・配布 新規 

③ピアサポーター養成・ピアサポート活動の推進 新規 

 

 

田端駅でも宣伝を行いました→ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

👆質問概要 

平成 29年度精神保健福祉資料によれば、入院する前に北区に住所があった患者さんで、精神科病院

に 1年以上入院している方は 294人。その中で北区内の病院に入院している方は 52人。病状にもよ

るが、退院や地域での生活を支援するためには、入院中からの住居確保や新生活の準備などの支援体制、

24時間体制で連絡相談などが行えるサポートが欠かせない。 

 

●病院・施設からの地域への移行・定住支援と人員の確保を求めました。 

1、北区として精神疾患で長期入院および通過型グループホームで生活をしている方で、地域で生活

したいと希望をされている方の実態把握を行うこと。 

2、地域移行支援・地域定着支援を行う各事業所の正規専門職の確保と委託費を増額すること。 

3、地域移行時に利用できるショートステイやグループホームの増設を行うこと 

4、地域支援の拠点となる基幹相談支援センターの早期設置を行うこと。 

❣令和 3.4年度に事業が予算化されました 

●令和 3年度予算で、地域移行支援が「措置入院者への退院後支援の開始」として事業化 

★内容 措置入院者が退院後に地域生活へ円滑に移行できるように、医療機関と区の精神保健福祉士が連

携。本人の意向を確認しながら、家族・他職種の専門家や医療機関・精神保健福祉士が支援チームを編成して

退院後の地域生活に移行するための支援に取り組む。 

●令和 4年度予算で、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築の推進が事業化 

★内容「精神障害にも対応した地域包括ケアシステム（以下「にも包括」）の構築」に向けて、区では、保

健・医療・福祉関係者による協議の場（以下「協議の場」）を設置し、精神障害者の地域生活への移行促進に

関する検討を行っている。令和 4 年度は、障害者基幹相談支援センターに専門的な資格（精神保健福祉士等）

を持つ職員を増員配置し、支援の充実を図る。 

新規事業 ①地域移行に関する実態調査の実施  ②精神保健福祉サービスに関するリーフレットの作成・

配布  ③ピアサポーター養成・ピアサポート活動の推進  

6月の駅頭宣伝 
3日 王子駅親水公園口 /10日 板橋駅東口 /17日 西巣鴨駅 

24日はお休みです。 

☺

 


